
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
福
祉
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

制
度
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

詳
細
が
真
近
か
ま
で
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
が
間
に
合
わ

な
い
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
た
ま

ま
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
党
区
議
団
は
、
問
題
点
の
改

善
の
た
め
に
繰
り
返
し
質
問
し
て
き
ま
し

た
。介

護
保
険
は
、
四
十
才
以
上
す
べ
て
の

人
が
保
険
料
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

港
区
の
六
十
五
才
以
上
の
保
険
料
は
第
三

段
階
（
基
準
額
）
で
月
額
三
千
五
十
円
に

決
ま
り
ま
し
た
。
年
金
収
入
の
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
お
お
き
な
負
担
増
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
、
利
用
料
の
一
割
（
六
千
百
五
十

円
～
最
高
三
万
五
千
八
百
三
十
円
）
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の
八
割
は
無
料
で

す
。
こ
う
し
た
方
々
が
利
用
料
を
払
え
な

い
た
め
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
な
低
所
得
者
対
策
が

必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
低
所
得
者
対
策
と
し

て
区
独
自
の
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
制

度
を
行
う
よ
う
主
張
し
実
現
の
た
め
に
奮

闘
し
ま
し
た
。

私
（
熊
田
）
の
質
問
に
対
し
、
区
側
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

に
つ
い
て
、
現
行
制
度
で
無
料
世
帯
の
う

ち
、
「
国
の
特
別
対
策
（
前
年
度
所
得
税

非
課
税
世
帯
で
、
現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
の
場
合
、
本
人
負

担
三
年
間
は
三
％
、
そ
の
後
の
二
年
間
は

六
％
の
特
例
処
置
）
の
対
象
か
ら
は
ず
れ

る
世
帯
及
び
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
適
応
と

な
る
人
に
も
対
象
を
広
げ
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
港
区
に
と
っ
て
、
最
初
の
独
自
施

策
で
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
重
す
ぎ
る
保
険
料
・

利
用
料
負
担
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

の
遅
れ
、
介
護
認
定
の
あ
り
方
な
ど
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
改
善

に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

三
月
三
一
日
ま
で
の
介
護
保
険
の
申
請
・

認
定
状
況
が
出
ま
し
た
。
（
表
参
照
）
申

請
者
の
う
ち
非
該
当
（
自
立
）
と
認
定
さ

れ
た
方
は
二
六
二
名
（
八
．
九
％
）
と
全

都
平
均
の
三
～
四
％
と
比
べ
て
も
非
常
に

高
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
申
請
者
の
多
く
は
、
こ
れ

ま
で
の
福
祉
制
度
を
利
用
し
て
い
た
方
た

ち
で
す
。
非
該
当
で
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

私
の
質
問
で
港
区
は
、
二
六
二
名
の
方

が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
た
か
、
ど
う
い
う
生
活
状
況
か
と

い
っ
た
実
態
調
査
も
し
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

港
区
で
も
、
自
立
に
な
っ
た
方
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
自
立
支
援
の
た
め
の
「
高

齢
者
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」
「
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
を
新
規
事

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
立
に
な
っ
た
方
た
ち
が
自
立
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
を
き
ち
ん
と
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
査

す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

熊
田
ち
づ
子

区
政
報
告

２０００年５月
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無
料
生
活
相
談

毎
月
十
二
日

夜
六
時
～

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い

世
論
と
運
動
で
改
善
さ
せ
よ
う

誰
も
が
安
心
で
き
る

介
護
保
険
に

港
の
介
護
保
険
申
請
状
況

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
質
問
・
疑

問
。
ま
た
、
介
護
保
険
で
お
困
り
の

方
、
ご
相
談
下
さ
い
。

〔
熊
田
ち
づ
子
自
宅
〕

三
五
八
三
ー
一
四
〇
二

〔
党
港
区
議
員
団
〕

三
五
七
八
ー
二
九
四
五



麻
布
十
番
地
下
駐
車
場
は
、
昨
年
六

月
末
に
開
業
し
ま
し
た
が
、
利
用
率
が
予

測
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

区
民
が
主
人
公
の
区
政
を
第
三
セ
ク
タ
ー

で
あ
る
・
み
な
と
都
市
整
備
公
社
が
予
測

し
て
い
る
稼
働
率
は
、
一
年
目
十
九
％

（
定
期
貸
し
含
む
）
、
二
年
目
二
十
四
％
、

三
年
目
以
降
二
十
九
％
で
す
。
と
こ
ろ
が

オ
ー
プ
ン
以
来
の
稼
働
率
は
月
平
均
七
・

六
％
、
予
測
稼
働
率
の
四
十
％
と
い
う
惨

澹
た
る
状
況
で
す
。

こ
の
状
況
で
は
毎
年
の
維
持
管
理
経
費

二
億
七
千
三
百
万
円
（
初
年
度
）
の
半
額

を
稼
ぐ
の
が
や
っ
と
で
、
赤
字
分
は
す
べ

て
税
金
投
入
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
・
み
な
と
都
市
整
備
公
社
が
建

設
費
の
調
達
の
た
め
に
銀
行
か
ら
借
金
を

す
る
に
当
た
っ
て
、
港
区
（
菅
谷
真
一
区

長
名
）
が
損
失
補
償
を
し
て
い
ま
す
。

い
ま
の
状
況
で
は
、
公
社
と
し
て
返
済

の
見
通
し
が
な
い
た
め
、
八
十
一
億
八
千

五
百
万
円
の
借
金
と
五
億
八
百
万
円
の
利

子
分
あ
わ
せ
て
約
八
十
七
億
円
に
つ
い
て

区
民
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
今
後
の
施
設
維
持
の
た
め
に
短

期
借
入
れ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
四

十
五
年
間
で
銀
行
へ
の
返
済
が
百
九
十
一

億
三
千
万
円
、
維
持
管
理
経
費
の
総
額
百

七
十
七
億
七
千
万
円
の
う
ち
半
分
を
売
上

げ
た
と
仮
定
し
て
計
算
し
て
さ
え
（
毎
年

上
昇
す
る
維
持
管
理
経
費
の
半
分
の
売
上

げ
は
不
可
能
）
、
あ
わ
せ
て
二
百
八
十
億

一
千
五
百
万
円
も
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る

危
険
が
あ
る
こ
と
が
、
予
算
特
別
委
員
会

の
質
問
の
中
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
麻
布
十
番
地
下
駐
車
場

の
経
営
を
こ
の
ま
ま
続
け
れ
ば
、
果
て
し

な
い
税
金
投
入
の
道
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、

い
か
に
区
民
の
税
金
投
入
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
破
綻
処
理
も
含

め
た
方
針
を
早
急
に
持
つ
こ
と
を
要
求
し

ま
し
た
。

第
一
回
定
例
区
議
会
で
は
、
国
や
東
京

都
が
ム
ダ
な
公
共
事
業
に
莫
大
な
税
金
を

投
入
し
な
が
ら
、
福
祉
や
教
育
予
算
を
情

け
容
赦
な
く
削
減
す
る
中
、
港
区
が
住
民

に
最
も
身
近
な
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し
く
、

区
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
、
営
業
を

守
る
よ
う
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

〔
代
表
質
問
の
項
目
〕

＊
三
年
間
で
百
億
円
の
区
民
犠
牲
、
菅
谷

区
政
の
四
年
間
を
批
判
＊
だ
れ
も
が
安
心

で
き
る
介
護
保
険
に

＊
麻
布
十
番
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
区
民

の
税
金
投
入
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
緊

急
対
策
を
＊
都
区
財
政
調
整
に
よ
る
区
の

財
源
確
保
に
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を

＊
良
好
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
建
築

確
認
を

＊
東
京
都
の
福
祉
切
り
捨
て
に
反
対
し
、

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
区
の
対
応
を
、

議
会
と
し
て
都
に
意
見
書
提
出
を
、

＊
中
小
企
業
対
策
の
抜
本
的
な
強
化
を

国
保
料
の
値
上
げ

自
・
公
・
民
が
多
数
で
決
め
る

国
民
健
康
保
険
の
、
所
得
割
の
保
険
料

率
を
百
分
の
百
八
十
七
か
ら
百
分
の
百
九

十
四
に
引
き
上
げ
る
条
例
が
提
出
さ
れ
、

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
長
期
不
況
で
区
民
生
活

は
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
滞
納
者
が
増
え

て
い
る
う
え
に
、
四
月
か
ら
は
介
護
保
険

料
も
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
得
割

の
料
率
を
引
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
反

対
し
ま
し
た
。

保
険
料
が
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
合
わ

せ
、
四
月
か
ら
は
四
十
才
か
ら
六
十
四
才

の
加
入
者
は
介
護
保
険
料
が
上
乗
せ
さ
れ

る
た
め
、
大
幅
な
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

限
度
額
も
五
十
三
万
円
か
ら
六
十
万
円
と

な
り
ま
す
。

麻
布
十
番
駐
車
場
の
経
営
深
刻

果
て
し
な
い
税
金
投
入
の
実
態
が
一
層
明
ら
か
に

予算委員会で質問する熊田

〈
収
支
計
算
に
よ
る
過
大
な
収
入
予
測
〉

過
大
な
利
用
率
と
料
金
設
定
。

利
用
率
は
初
年
度
十
九
％
、

二
年
度
二
十
四
％
、
三
年
度
二
十
九
％

料
金
改
定

三
十
分
三
百
円
、

四
年
ご
と
に
十
％
ア
ッ
プ

区
民
が
主
人
公
の

区
政
を
！

六
月
の
区
長
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
の

大
企
業
優
先
、
区
民
不
在
の
区
政
を
、

「
区
民
が
主
人
公
の
区
政
」
に
切
り

換
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
本
共
産
党
が
参
加
す
る
「
港
民

主
区
政
を
つ
く
る
会
」
は
多
田
悟
さ

ん
（
六
七
歳
）
さ
ん
を
推
薦
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

区
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
、

営
業
を
守
る
施
策
を

熊
田
ち
づ
子
代
表
質
問

区
長
選


